
1.発生動向 3．新型コロナウイルス感染症の段階適用状況
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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HP:https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nh-khhwfz/ktindex.html
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より増加し、注意報レベルを超

えました。

• 感染性胃腸炎は前週より減少しています。

【 集団発生情報 】
２か所の保育施設において、インフルエンザの集団発生

がありました。平時からの手洗い、手指消毒、換気等の感

染対策を徹底しましょう。

【 感染症コラム～感染性胃腸炎（ロタウイルス）～】
• 多種多様の原因による症候群ですが、ロタウイルスは

乳幼児の重症急性胃腸炎の主要な原因病原体です。

• 昔は、「乳児冬季白色下痢症」と呼ばれていました。

• これまでは冬季に多く報告されていましたが、近年は

春先に移行してきました。

• 主な感染経路は人から人への糞口感染です。感染力

が極めて高く、汚染された水や食物等を触った手か

らウイルスが口に入って感染が成立するとされてい

ます。

• 通常2日間の潜伏期間で下痢、嘔気、嘔吐、発熱、腹

痛を主症状とし1～2週間程で改善します。小児では、

脱水に注意が必要です。

• 脱水の補正など、対症的な治療を行います。

• 小児においてはワクチンによる重症化予防が有効で

すが、生後１５週以内に初回の接種を済ませる必要が

あります。

国の基準に基づき、在院者数に応じた本県の段階（0～Ⅲ）を定め、段階に応じて即応病床数を

設定しています。


